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貯水池の底質を採取し，その放射性セシウムの蓄積履歴を用いて流域を移動する粒子の放射性セシウ

ム濃度の時間変化を推定した． 
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１．緒言 

貯水池での放射性セシウム（137Cs）の移動・堆積挙動を把握するとともに，今後の移動・堆積挙動予測

手法を開発することを目的として，浜通り地域に位置する 5 つのダムと大熊町と双葉町の 13 の小規模なた

め池で 137Cs の動態調査を進めている．本報では，請戸川水系の中腹に位置する大柿ダムの底質調査，セデ

ィメントトラップ調査および水質調査から流域を移動する粒子の 137Cs 濃度の時間変化について報告する． 

２．方法 

柱状採泥器およびセディメントトラップを用いて貯水池の底質および沈降粒子を採取した．また，採水

器等を用いて放流水を採取した．底質・沈降粒子は，Ge 半導体検出器により放射能濃度を測定するととも

に粒度試験を行った．放流水はφ0.45μm のメンブレンフィルターでろ過後，Ge 半導体検出器により浮遊

懸濁物質（SS）の放射能濃度を測定した． 

３．結果・考察 

底質および沈降粒子は，既往の土壌試料などの調査結果 [1]と同様に粒径が小さい画分ほど 137Cs 濃度が高

い傾向を示した．一般に比表面積（粒径）と 137Cs 濃度の関係はべき乗の関数で表現できるとされ[2]，大柿

ダムの底質および沈降粒子から推定された指数値は 0.22 であった．求められた指数値は事故から 5 年程度

の期間においてほとんど変化しないため，今後もダム湖へ供給される粒子の比表面積（粒径）と 137Cs 濃度

の関係は，概ね上記の関数で説明できるものと考える．一方，放流水中の SS と粒径や 137Cs 濃度などが類

似していると考えられるダム湖の放流工付近で採取した底質の 137Cs の蓄積履歴を復元し，粒径ごとの 137Cs

濃度の時間変化について検討した結果，137Cs 濃度は時間に依存して指数関数的に減少することがわかった．

加えて，底質の採取後から継続的に捕捉している沈降粒子と放流水中の SS の 137Cs 濃度の時間変化は，上

記の底質の 137Cs の蓄積履歴から推定した濃度の減少傾向と概ね一致した．以上のことから貯水池の底質は，

流域を移動する SS の 137Cs の濃度変化の履歴を保持しており，定期的に実施されている河川のモニタリン

グ等を補完する上でも有効な情報を提供する． 
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